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      (a)     (b)      (ｃ)        
    図１．後肢不動化ラット大腿骨表面の      図２．後肢不動後ラットの大腿骨横断面の 
      骨吸収像（大腿骨の縦断面、赤        蛍光顕微鏡象（骨形成部位に沈着す 
矢頭：破骨細胞）                 るカルセイン＊１投与標本） 
      いずれも、（ａ）対照群、(b)不動群、 （ｃ）不動-通電刺激群              
 





す。   ＊１：カルシウム錯体が強い蛍光を示すことが特徴で、これを利用した Ca の分析に広く使用される。
研究シーズの応用例・産業界へのアピールポイント 
①不活動な生活やスポーツ外傷後のリハビリ期における骨吸収抑制による骨量維持 
②骨折治療時における骨形成効果による回復促進 
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